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「なばり暮らし」の情報紙

1～4…人権週間特集　5…なばりの10大ニュース　
8・9…市立病院だより　10…年末年始の市の業務・ごみ収集
14…ひまわり、年末年始の医療機関　15…1月の相談　
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感
」
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き
る
か
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昨
年
の
春
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
で
、「
ゆ
り
ね
」
と
し
て

の
活
動
は
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
藤
本

さ
ん
は
単
独
で
小
中
学
校
を
回
っ
て

歌
い
続
け
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
身
に
着
け

子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
を
空
け
る
な

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

伝
え
続
け
た
い
思
い
が
あ
る

　

人
権
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
、
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
歌
で
伝
え

て
い
る
バ
ン
ド
「
ゆ
り
ね
」。
も
う
20

年
近
く
、
小
中
学
校
を
中
心
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「『
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
よ
う
』。

そ
ん
な
き
れ
い
ご
と
を
言
っ
て
い
る
だ

け
で
は
伝
わ
ら
な
い
。
経
験
な
ど
を
交

え
な
が
ら
、
聴
く
人
に
、
い
か
に
『
自

分
ご
と
』
と
し
て
共
感
し
て
も
ら
え
る

か
が
重
要
で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、

ギ
タ
ー
を
担
当
す
る
藤
本
佐さ

と
し利
さ
ん
。

作
詞
・
作
曲
も
手
掛
け
ま
す
。

　
「
ゆ
り
ね
」
が
演
奏
す
る
楽
曲
や
話

の
中
に
は
、「
い
じ
め
」「
差
別
」「
死
」

な
ど
、
難
し
い
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

「
自
分
の
身
の
周
り
で
起
き
た
ら
と
想

像
し
て
み
て
ほ
し
い
」
と
藤
本
さ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
反
響
の
大
き
い

の
は
、
愛あ

い
び
ょ
う猫
の
ヘ
ン
リ
―
が
交
通
事

故
に
遭
っ
て
二
度
と
会
え
な
く
な
る

『
チ
ン
チ
ラ
の
ヘ
ン
リ
ー
』
と
い
う
曲
。

「
自
分
の
家
族
が
い
な
く
な
っ
た
ら
悲

し
い
」
―
―
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

そ
ん
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

曲
に
共
感
し
て
泣
き
出
す
子
ど
も
も

い
て
、
保
護
者
か
ら
も
「
人
権
や
差

別
に
つ
い
て
、
子
ど
も
目
線
で
伝
え

て
く
れ
て
い
る
」
と
好
評
で
す
。

　
「
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は

確
か
に
難
し
い
。
そ
れ
だ
け
に
、『
子

ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
た
ん
だ
な
』
と
感

じ
た
時
は
、
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
ほ

ど
嬉
し
い
」
と
ボ
ー
カ
ル
・
キ
ー
ボ
ー

ド
担
当
の
山
口
ひ
ろ
み
さ
ん
。「
世
の

中
に
こ
ん
な
に
も
差
別
が
残
っ
て
い
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
話
す
の

は
打
楽
器
担
当
の
成
田
竜
介
さ
ん
。「
演

奏
を
聴
い
た
人
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら

い
、
差
別
の
現
状
を
伺
っ
て
い
る
と
、

何
か
遠
い
存
在
だ
っ
た
『
人
権
』
と
い

う
も
の
を
『
自
分
ご
と
』
と
し
て
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」と
話
し
ま
す
。

人権週間 特集
    12/4 ▶ 10

ここ
ここ
ろ

をひ
とつに。

思いよ、いよ、届届け！け！

  人権人権・・男女共同参画推進室　男女共同参画推進室　  6 633‐‐79097909

市役所業務は、年末は12月28日まで。年始は1月4日から

「ゆりね」の歌やメッセージなどを12月末まで限定公開！
人・愛・エール　ナバリエール　2021
～第 73回人権週間によせて～ 詳しくは P2

ど
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
演
奏

は
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す

が
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
と
の
触
れ

合
い
が
制
限
さ
れ
、
お
互
い
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
い
ま

だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
う

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
続
け
た
い
」
と

訴
え
ま
す
。「
相
手
の
こ
と
を
理
解
す

る
こ
と
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

だ
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、本
当
に
大
切
な
こ
と
。

自
分
の
家
族
だ
っ
た
ら
、
友
達
だ
っ
た

ら
と
、
自
分
の
周
り
に
起
き
る
こ
と
だ

と
想
像
し
て
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
き
っ
と
お
互
い
に
分
か
り
合
え
る

は
ず
」。
藤
本
さ
ん
は
そ
う
笑
顔
で
話

し
ま
す
。

　

現
在
、「
ゆ
り
ね
」
の
歌
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
れ

は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

互
い
を
理
解
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ

て
い
こ
う
」
と
い
う
市
内
各
団
体
の

皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
取
組
「
人
・
愛
・
エ
ー
ル 

ナ
バ

リ
エ
ー
ル 

２
０
２
１
」
の
一
環
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
た
り
、
心
身
に
課
題
を
抱
え
た
り

す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

「
ゆ
り
ね
」
を
は
じ
め
、「
相
手
の
気

持
ち
に
寄
り
添
う
」
皆
さ
ん
の
思
い

に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
（
２
・
３

ペ
ー
ジ
で
は
、
小
中
学
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

コ
ロ
ナ
禍
に
寄
せ
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▶市役所 1階ロビーで、12月 24日まで、「ナバリエール メッセージボード」を設置しています。皆さんの「相手の気持ちに寄り添った」メッセージを書いて
　ボードにはり付けてお寄せください。

平成 16年頃から、小中学校を中心に人権や平和をテーマにした楽曲や話を披露
している癒し系バンド「ゆりね」。山口さん・成田さん・藤本さんの３人グループ

ボーカル・キーボード担当
山口 ひろみさん

カホン（打楽器）担当
成田 竜介さん

ギター担当
藤本 佐利さん

人権尊重」というと、とても難しいことのように思えるかもしれ
ませんが、「相手の気持ちに寄り添う」ことがその第一歩。新

型コロナ感染拡大の影響で、人と人が顔を合わせてつながることが
難しくなる中、気持ちを伝え合うこと、心を寄り添わせることの大
切さに改めて気付いたという人も多いのではないでしょうか。

今号では、市内で人権や命の大切さなどを音楽で伝えているバ
ンド「ゆりね」や、コロナ禍で小中学生が紡

つむ

いだ思い、そして、
9～ 10月にかけて公募した人権メッセージをご紹介します。

「



人権週間 特集「思いよ、届け !」
    12/4 ▶ 10

ここ
ろ

をひ
とつに。

令和 3年（2021年）12月 10日号　2　

ここ

3　令和3年（2021年）12月 10日号

蔵持小学校の皆さん

桔梗が丘中学校の皆さん

赤目中学校の皆さん比奈知小学校の皆さん

美旗小学校の皆さん

コロナ禍で子 どもたちが
　コロナ禍で、暮らしの大きな変化にストレスを感じたり、マスクで表情が読み取れず不安になっ
たりする子どもがいます。こうした中、「皆で乗り越えよう」「変わらぬ笑顔を忘れずに」「自分
らしく生きよう」「コロナ禍で頑張っている皆さん、ありがとう」など、人を思いやり、力を合
わせて前向きに進んでいこうという力強いメッセージが、子どもたちから寄せられました。

　子どもたちのメッセージには、「誰が感染しても、安
心して教室に戻ってこられるように」という思いが込
められています。これは、人権学習の時間に、6年生
みんなで考えたクラスの「安心宣言」でもあります。
「自分が感染することで、友達や家族に心配をかけたく
ない」「全員が笑顔でいられるように」という思いをもっ
ている子がたくさんいたのです。

　コロナ禍で、不安な気持ちを抱える子どもたちがた
くさんいます。こうした状況の中でこそ、自分の周り
のことや友達のことに無関心でいるのではなく、相手
の気持ちを想像すること、そして、周りの変化や、自
分なりに気づいたことがあったら黙ったままにせず、
声をかけたり、相手に寄り添ったりすること―。人権
学習などを通じて、そんな力を育んでいきたいですね。

比奈知小学校  
大北 耕平  先生

「誰が感染しても、安心して教室に戻ってこられるように」がみんなの思い「誰

名張中学校の皆さん

伝えたいこと

　身の周りのいじめや差別に対して、自分ごととして
考えたり、人の気持ちを尊重したりして、みんなが幸
せな気持ちで生活できるようにしたいー。そんな思い
を紡ぎながら、1・2年生がグループでメッセージを考
えました。
　赤目中学校で行う人権学習は「なかま学習」と呼ん
でいます。だれもが居心地のよい仲間として共に生き

ていくために、自分を振り返り、互いについて考える
活動です。学年全体で、自分たちの思いや考え、学ん
だことを伝え合う「なかま集会」も行っています。
　「伝えること」と「聴くこと」のどちらも大切にする
ことで、お互いが認め合うことができるのだと思いま
す。コロナ禍で人と人との接触が制限される中、より
必要とされる力なのだと思います。

自分を振り返り、互いについて考える「なかま学習」から生まれた思い
考える
、学ん
す。
にする
思いま

た思い

赤目中学校  
杉本 友

ゆ う と

斗 先生

名張小学校の皆さん

人・愛・エール　ナバリエール　2021
～第 73回人権週間によせて～

小中学生（市内全校）からのメッセージをはじめ、「ゆりね」
の歌やメッセージ、外国人住民を含めた座談会、自分らしく

輝く女性へのインタビュー、人権擁護委員による紙芝居などの動画をお
届けする特設チャンネルを市ホームページでご覧いただけます。

 人権・男女共同参画推進室　  63‐7909

12月31日まで限定公開！

児童生徒からのメッセージや「ゆりね」の歌を動画で！

人権センター                  　  63‐0018
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人権メッセージ「あなたの大切な人へ…」
～140文字で綴る あなたからのファンレター～

「お母さん」へ「お母さん」へ

高校 2年生高校 2年生

令和 3年（2021年）12月 10日号　4

私の前での母はいつも元気で難
病を患

わずら

ったと聞いても辛そうな
顔を一つも見せませんでした。 
でも、私が見ていない所でとて
もしんどそうにしていて、私は
なぜ気づかなかったのだろうと
後悔しました。今までは母に支
えられてきたけど、今度は私が
母を支えていきます。だから、
私を頼ってください。

◎これまでの人権メッセージ入賞作品は市ホームページでご覧いただけます。ぜひ、ご覧ください。

「人権尊重」と聞くと、「難しいもの」、「とっつきにく
いもの」と思われる人も多いかもしれません。
「しんどくない？」「大丈夫？」「一緒にやろう」。そん
な普段の暮らしの中で、無意識のうちに「誰かのために」
と思い行動していることが、人権を尊重することにつな
がっているのだと思います。
目の前の人を思い大切にできる社会は、他の誰かがあ
なたのことも大切にしてくれる社会だと言えます。相手

の気持ちに耳を傾けること、自分の気持ちを相手に伝え
ようとすること、そして、お互いを認め合い受け入れる
ことが、こうした社会を築く第一歩なのだと思います。
市ホームページに掲載中の「人・愛・エール ナバリエー
ル 2021」では、子どもたちや外国人住民、医療従事者
など、いろんな立場の人が自分の思いを伝えてくれてい
ます。コロナ禍の中、いろんな人の思いに触れるきっか
けになればいいなと思います。

いつも登校の時私達の安全のために気をつかって下
さりありがとうございます。猛暑のような夏の日も、
雪が降るような寒い日であっても毎日私達を見守っ
て下さいました。小学生の時ふざけている生徒を
真っ先に注意する姿、とてもかっこよかったです。
これからもお体に気をつけて元気
に過ごして下さい。

毎日学校の送り迎えありがとう。入
学当初から学校生活に不安を抱えて
た私の話を聞いてくれアドバイス
をくれて沢山の勇気をもらっていま
す。父と過ごす車の中での一時間は
私の人生の中でも大切なものです。
これから三年間、一緒に歌ったり面
白い話をしたり笑い合って楽しもう
ね。いつも、ありがとう。　

いつも親身になって話を聞いてくれ
てありがとう。今まで何度もばあば
の「大丈夫」に助けられてきました。
受験の日の朝、慣れないL

ラ イ ン

INEで送っ
てくれたメッセージにはとても勇気
づけられました。返信返せなくてご
めんなさい。これからもたくさん迷
惑かけると思うけれどよろしくお願
いします。大好き。

相手の気持ちに耳を傾け、自分の気持ちを伝えることから始めてみませんか

「見守りの田村さん」へ「見守りの田村さん」へ

「ばぁば」へ「ばぁば」へ「ばぁば」へ

いします。大好き。

高校 1年生高校 1年生
高校 1年生高校 1年生

高校 1年生

ね。いつも、ありがとう。

「父親」へ「父親」へ

高校 1年生高校 1年生

川岡 加
か ず こ

寿子 センター長

      あなたの大切な人に
 メッセージを贈ろう。

 　「いつもありがとう」「いつまでも元気で」「これからもよろしく」「あ 　「いつもありがとう」「いつまでも元気で」「これからもよろしく」「あ
の時はごめんね」――。普段は照れくさくて言えないことや、忙しくの時はごめんね」――。普段は照れくさくて言えないことや、忙しく
て伝えられていない気持ちはありませんか。て伝えられていない気持ちはありませんか。
　市では、「あなたの大切な人へ…～ 140文字で　市では、「あなたの大切な人へ…～ 140文字で綴綴

つづつづ

るあなたからのファるあなたからのファ
ンレター～」をテーマに、身近にいる大切な人に向けての人権メッセーンレター～」をテーマに、身近にいる大切な人に向けての人権メッセー
ジを、9月から10月にかけて募集。3度目となる今年度は、高校生をジを、9月から10月にかけて募集。3度目となる今年度は、高校生を

中心に、思いのこもった683通ものメッセージをお寄せいただきまし中心に、思いのこもった683通ものメッセージをお寄せいただきまし
た。ここでは、その中から入選したメッセージをご紹介します。た。ここでは、その中から入選したメッセージをご紹介します。
　皆さんも、大切な「あの人」にメッセージを贈ってみてはいかがで　皆さんも、大切な「あの人」にメッセージを贈ってみてはいかがで
しょうか。大切な人のことについて考え、温かく気持ちのこもった言しょうか。大切な人のことについて考え、温かく気持ちのこもった言
葉を贈ることで伝わる「思い」がきっとあります。葉を贈ることで伝わる「思い」がきっとあります。

  人権人権・・男女共同参画推進室　男女共同参画推進室　  6 633‐‐79097909

入院している時、私が夜一人
で寝るのが怖いからと必ずお
母さんは隣の小さな椅子に座っ
て一緒に居てくれたね。そし
て今も毎日家族のために食事を作り、
洗濯をしたり、本当にいつもありが
とう。普段は恥ずかしくて伝えるこ
とはできなかったけれど、これから
先も唯一の母を私は、愛し、尊敬し
ています！　

人権センター

入選作品
メッセージは原文のまま

人権週間 特集「思いよ、届け !」
    12/4 ▶ 10

ここ
ここ
ろ

をひ
とつに。


